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センサ研究開発コンサルタント 
・課題解決型のセンサ開発 
・シーズベースのセンサご提案 

News： 
（１）ラボに卓上フライス盤を導入しました。 
（２）試作例：Q値1000の狭帯域フィルター 

DogNose今回の製作例：  
  Q値1000の狭帯域フィルター  

 以前に試作したものですが、気に入っているのでご紹介させてください。電
子回路を再開して思うのは、以前は何千円と言う部品が安価に入手出来る
ことです。例えば、抵抗の値を精密に設定するトリマーで、以前は1個3000
円位のものが100円以下で購入できます。25回転のものでは、実測で
50ppm（1kΩでは0.05Ωの精度）で抵抗値設定ができます。写真はこのトリ
マーを使ったState Variable型BPフィルターの試作例です。約100ppmの精度
で中心周波数を決めることが出来て、Q値は1000確保できます。このような
フィルターはAC駆動型センサの低ノイズ回路の応用できます。その効果を示
すために、信号発振器で1kHzのサイン波を発生させ、これを減衰器で微小

信号に落として外部ノイズを重畳させ、その後このフィルターを通して増幅し、
ノイズに埋もれた原信号を回復させたものです。でもまだこのフィルターを
使ったセンサは試作した例はありません。アイデアを募集致します。なお、
10ppmの（校正用）高精度抵抗は今でも数万円以上します。 
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卓上フライス盤を我ラボに導入しました。いままでケースの加工はあまりやっていなかったのですが、やは
り綺麗に作らないと今時誰も見向きもしてくれません。プラスチックケースだと加工傷も気にならなくて結構
綺麗に仕上がります。いままでの電動ドリルでは無理だった、寸法精度出したり、四角の穴も開けれます。
この卓上スライス盤は、ボール盤とフライス盤の機能を持ち、結構しっかりしたXYテーブルがあって、０．１

ｍｍの精度で加工が出来ます。モータの力が弱いのと、もう少し回転を落として欲しいと言うのはあります
が、この値段では十分と思います。プロクソンと言うドイツブランドなのですが、中身は日本製です。 

導入した卓上フライス盤 

Q=1000の狭帯域BPフィルター 

DogNose永遠のルーキ：Luke 

本フィルターを使った信号回復の例 


